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研究要旨 

小児がん拠点病院及びそれ以外の小児がん診療施設の診療の質向上のため、小児がん診療に関す

る Quality Indicator (QI)を作成し運用することを目的としている。今年度は国内外の論文、ガ

イドライン、厚生労働省による小児がん拠点病院や地域がん診療連携拠点病院の指定要件などを

参考にして、QIの案を作成した。 

 

A. 研究目的 

Quality Indicator (QI) は、近年医療の質を表

わす指標として用いられるようになってきて

いるが、小児がん診療に適合した QIは本邦だ

けでなく諸外国においても確立されたものが

ほとんどないのが現状である。一方、平成 25

年に小児がん拠点病院 15 病院が選定された

が、それらの病院における診療の質を可視化

し、より向上させるために、小児がん診療に

適した QI を作成し用いることは大変有用で

あると考えられる。また、これらの QIを提示

することで、拠点病院以外の小児がん診療施

設での医療の質向上にもつながることが期待

される。 

 

B. 研究方法 

以下の文献資料を調査し、小児がん拠点病院

における小児がん診療に関する QI案を作成

することとした 

① 小児がん診療についての QIに関する英

文論文、 

② 小児がん診療に関連する内外の各種ガイ

ドライン 

③ 小児がん拠点病院・地域がん診療連携拠

点病院における厚生労働省の指定要件 

④ 日本病院会の QI 

 

C. 研究結果 

小児がん診療についての QIとして英文論文

に公表されているのは、カナダ・オンタリオ

州の Pediatric Oncology Group of Ontario

（POGO）の QIのみであった（Value Health. 

16; 639-46, 2013）。この QIから本邦の診療

実態にも合致していて用いることが可能な

QI候補を選択した。ガイドラインとしては、

英国国立臨床研究所（NICE）の小児がん診療

ガイドラインを参考にし、厚生労働省の指定

要件、日本病院会の QIも参考にして、さらに

QI候補を選択し、案とした。以下、QIの３

指標である、Outcome（表１：生存率など、

表２：QOL）、Process（表３：生存率が

Outcomeとなるもの、表４：QOLが Outcome

となるもの）、Structure（表５）に分類して

提示する（POGO: Pediatric Oncology Group 

of Ontarioの QI、NICE: 英国国立臨床研究

所の小児がん診療ガイドライン、児がん：小

児がん拠点病院指定要件、がん：地域がん診

療連携拠点病院指定要件、日本病院会：日本

病院会の QI）。 

 



表 1 

 

表２ 

 

表３ 

 

 Outcomeの

 Outcomeの

 Processの

の QI（生存率など）

の QI（QOL

の QI（生存率が

（生存率など）案 

QOL）案 

（生存率が Outcome

 

Outcome）案 

 

 

 



表４ 

 

表５ 

 Processの

 Structure

の QI（QOLが

Structureの QI案 

が Outcome））案 

 

 



D. 考察 

小児がん診療に対する QIが世界的にもほと

んどない中、小児がん拠点病院さらには他の

小児がん診療施設での医療の質を向上させる

ことを目的として、QIを作成することとした。

すなわち、医療の質を可視化することにより、

意識を共有することができ、医療現場での 

PDCA (Plan、Do、Check、Action)サイクル

を回すことが可能となり、それぞれの小児が

ん拠点病院が、自施設の医療の質を自律的に

向上させるような仕組みに資することが期待

できると考えられる。QI案作成にあたっては、

調べ得た範囲では唯一論文として公表されて

いた Pediatric Oncology Group of Ontarioの

QIをはじめとし、英国国立臨床研究所の小児

がん診療ガイドライン、日本病院会の QIも参

考にした。また、小児がん拠点病院で運用さ

れるものであるから、その指定要件における

質を評価するため、成人の地域がん診療連携

拠点病院におけるものとともに厚生労働省の

指定要件を参考にした。今後は他の小児がん

拠点病院とも協議の上、正式な QIを確定する

必要がある。 

また、実際に QIを算定・公表するにあたって

は、正確性・客観性・簡便性を担保できる方

法を採用することが必須であると思われる。

そのような方法として、診療情報管理士・DPC

データを活用することが有用であると考えて

いる。それらの実施可能性についても検討す

る必要がある。 

 

E. 結論 

小児がん拠点病院における QI案を作成した。

今後、他の小児がん拠点病院とも協議の上、

正式に QIを確定し、さらに実際の運用方法を

確立する必要がある。 
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